
 

 

 

 

2026 年 6 月 1 日～2027 年 5 月 31 日まで、どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 

117 期労働組合執行委員長をお引き受けしました宮口です。昨年度までの取り組

みに敬意を表するとともに、その成果を引き続きながら、教職員が安心して働ける職

場環境の実現に向けて尽力してまいります。 

さて、昨今の日本社会は物価高騰や円安、エネルギー価格の上昇などにより、私た

ちの生活を取り巻く環境が大きく変化しています。生活必需品や交通費の負担が増す

中、教職員の実質賃金は十分に改善されているとは言い難く、依然として厳しい状況

にあります。加えて、国立大学法人においては、運営交付金の抑制が続いており、人

材の確保や処遇改善の面でも多くの課題が残されています。 

このような状況にあってこそ、労働組合の役割と存在意義は一層重要となります。

今期においても、賃金改善と職場環境の整備を柱とした活動を推進してまいります。

社会経済情報に見合った適正な待遇の実現に向けて、今年の人事院勧告の動向にも注

視しながら、組合員の皆様の声を基に、粘り強く大学側との交渉を行ってまいります。 

また、阿見事業場の労働環境改善にも取り組みます。業務の複雑化・多様化が進む

一方で、人員は限られており、現場の負担は増加しています。こうした実態を踏まえ、

現場の声を丁寧に把握し、水戸地区や工学部の組合とも連携しながら、必要に応じて

団体交渉も視野に入れた対応を行っていきます。 

さらに、前期からの課題である茨城大学統一労働組合の問題や全大教加盟の是非に

ついても、是々非々の立場で検討を進めてまいります。これらは、組合の将来像や財

政基盤、組織率の維持・向上にも関わる重要なテーマです。中長期的な視点から議論

を深め、農学部におけるすべての教職員にとって、「組合に加入する意義」が実感でき

る取り組みを進めてまいります。 

加えて、派遣職員や学生の労働・学習環境にも目を向け、阿見事業場で働くすべて

の人にとって、組合が身近で信頼できる存在であり続けることを目指します。 

最後になりますが、今期を「組合とは何か」「なぜ組合が必要なのか」を改めて見つ

め直す機会としたいと考えております。皆様の積極的なご参加とご意見を賜りながら、

現場に根ざした活動を進めてまいります。組合員の皆様一人ひとりの声が、よりよい

職場環境をつくる力となります。今期も共に考え、行動して参りましょう。情報発信

の充実にも努め、開かれた組合運営を実現してまいります。 

どうぞよろしくお願いいたします。 
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第 117 期の副委員長を拝命いたしました井上です。前回の就任は 2005 年で

したので、実に 20 年ぶりの大役となります。当時は法人化 2 年目という大混乱

の時期でした。大学側が地域手当の導入を検討しており、何度も団体交渉の場へ

足を運んだことが今でも強く記憶に残っています。以下は、当時の寄稿文からの

抜粋です。 

『学生にとっては、我々教職員が最も身近な職業人です。教育方法の改善も必

要ですが、とにかく我々が快適に思いきり働ける雇用環境を作ることが、学生の

夢と勉学意欲を育てることにもつながる。それこそが組合の役割だと考えており

ます。』 

20 年が経った今も、私の根底にある思いは変わりません。改めて初心に立ち返

り、組合員の皆様の待遇や労働環境の改善に向けて、微力ながら尽力してまいり

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

第 117 期執行委員を拝命いたしました。宮口委員長の元、微力ではございます

が、円滑な組合運営に貢献できるよう尽力いたしますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 

 

 

副執行委員長 井上 栄一

 

。 

（情宣）  橋本浩平 

 

 117 期の書記長を務めさせていただきます上妻です。数年ぶりに執行委員を拝

命しました。前回の時と比べると、大学の組織や職場の環境も大きく変わったよう

に感じています。組合員の皆様がより快適に働くことができる環境を作っていくこ

とができるように尽力していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

書記長  上妻 由章 

庶務委員(会計) 林 暁嵐 

2025 年 10 月に着任した高島と申します。 

茨城大学に在籍して博士を取得してから気づけば 8 年経過しました。 

その間、任期 1-3 年のポスドク職を 4 つほど転々としてきました。 

そのため、各組織で労働組合に関わる機会はほとんどありませんでした。 

今回は 4 年ほど任期が残っております。短い期間かもしれませんが、少し 

でも労働環境の改善につながるように組合に貢献していきたいと思います。 

 

                食生命科学科 応用生物学野  高島 勇介 

 

 

                               地域総合農学科 応用生物学野 楊 汝楠 

 



 

第 116 期組合大会議事要旨 

開催日時：2026年 5月 26日(火)12:30～13:05 場所：農学部第一会議室 

議長：久保山勉先生 書記：高島勇介先生 大会運営委員：坂上伸生先生  

出席者：出席者 19名／組合員 30名（過半数）  

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 大会運営委員の坂上委員より、構成員の過半数以上の出席が確認されたため、組合大会の 

開会および大会が成立していることの宣言が行われた。 

2. 第 116 期執行部の佐藤委員長より大会議長(久保山先生)と書記(高島先生)が選出され、 

承認された。 

3. 来賓として中央労働金庫 土浦支店 支店長 佐藤吉朗様よりご挨拶をいただき、佐藤先生が 

代読により紹介した。 

4. 第 116 期執行部の佐藤委員長より、下記の第 116 期の活動報告が行われ、承認された。 

(1) 第 1 回団体交渉の結果、人事院勧告に従い教職員賃金規定を改正し、基本給を 3.3％（全  

   体平均改定率）引き上げた。期末・勤勉手当を各 0.025 月引き上げ、期末・勤勉手当の支 

払い月数を 4.65 月とする提案について合意した。阿見地区の教職員駐車場の整備遅延に

ついて状況説明および善処を求めた。 

(2) 下記、2 件の全大教教職員研修会へ出席した。 

9 月 20 日: 全大教第 32 回教職員研究集会に参加し、全国の国立大学と情報交換した。 

    2 月 14 日: 「全大教合同地区別単組代表者会議」に参加し、各大学の賃金改正などの状況 

を交換した。 

(3) 職場懇談会を令和 7 年 10 月 8 日（対面 於：第 1 会議室）で実施（参加者 17 名） 

賃金などの団体交渉への対応方針、について話し合った。 

(4) 全大協からのアンケート調査等に対応した。 

(5) 組合ニュースを発行した。No.1（7/1）、No.2（10/28）、No.3（11/7）、No.4（4/24） 

(6) 女子会を 9/17 の昼休み時間に開催した。参加 11 名。 

(7) 10/18 に鍬耕祭に参加し、バザーとヨーヨー釣りを出店した。利益 23,717 円を組合へのカ

ンパとした。 

(8) 茨城大学教職員組合との統合について、11 月 19 日(水)に水戸地区労組を訪問し意見交換 

   を行ったが、同労組も財政状況がひっ迫していることから慎重に話し合いを進める必要が

あると考えられた。 

(9) 3/25（水）に組合事務室において、白岩先生および西川先生送別会を実施した。 

(10) 特別会計から 35 万円を普通会計に入れた。 

5. 坂口執行委員より第 116 期の会計報告が、林監査委員よりその監査報告が行われ、承認され

た。 

6. 吉田選挙管理委員長により 117 期選挙の報告が行われた。佐藤委員長により会計監査委員の

紹介が、次期執行委員長の宮口先生により第 117 期の役員の紹介が、次期代議員長の佐藤先

生により代議員の紹介がそれぞれ行われた。 

 



 

 

 

 

 

 

 (1) 会計監査委員 2 名 (高瀬先生・小寺先生) 

(2) 執行部 4 名 (宮口先生・井上先生・上妻先生・林先生) 

(3) 代議員 4 名 (佐藤先生・伊丹先生・坂口先生・長澤先生) 

7. 第 117 期執行部宮口委員長より活動方針案が提案され、承認された。 

① 賃金等について 

国立大学でも人事院勧告に依拠した引き上げとなるよう団体交渉を行う。また、地域手当に

ついて、R8 年度より 7％と決まっているが、また、国家公務員に準拠へ、キャンパス間での

差を設けないように注視していく。さらに、引き続き職責手当や資格手当などの手当の要求

を検討する。 

② 茨城大学農学部労働組合組織について 

組合員数の減少により執行体制の維持が困難となっているため、欠員補充について農学部労

働組合規約または細則の見直しを行う。また、前期に引き続き茨城大学統一の労働組合の可

能性について検討を進める。 

③ 全大教について 

前期に引き続き全大教加盟の利点・欠点について検討する。 

④ 組合財政の健全化について 

組合予算収支を検討し、組合財政が中期的な収支改善に向けた具体策の検討を進める。 

⑤ 茨城大学農学部労働環境について 

職場懇談会や女子会を開催するとともに、阿見地区教職員全体の労働環境と職場環境につい

てヒアリングを行うなど問題把握に積極的に取り組み、改善するよう交渉する。 

⑥ 組合員の拡大活動について 

組合加入の利点を明確にし、組合員拡大のため勧誘を継続する。 

⑦ 有期雇用職員・パートタイム職員の待遇改善について 

有期雇用職員・パートタイム職員の雇用の実態について情報を収集し、無期雇用への転換を

含めた待遇の改善の議論を行い、これを実現すべく団体交渉を行う。 

その他 

引き続き鍬耕祭へ参加する。 

過半数代表者として就業規則改正などに尽力する。 

8. 第 117 期執行部林会計委員より、組合員減少による収入減，繰入金 3 万円減，および事務員の

勤務時間変更等の説明があった上で新年度の予算案の提案がされた。下記の質疑応答が行われ、

予算案は承認された。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

質問．116 期の赤字の要因は？（質問者: 安江先生） 

①116 期会計報告をした坂口先生から返答  

➡突発的な支出はなく、予算案通りの支出のなかで赤字になっていた。 

②佐藤先生からさらに説明 

➡光熱費 4 万円の減少、事務員の勤務時間変更により 20 万円の減少させている。今年は赤字に

はならない見込み。しかし、将来的に教職員が減り、結果として組合費が減ることによる赤字

は避けられない。 

③牧山先生から過去の組合費に関する話題提供。 

➡おそらく 15 年前の久留主先生のときに特別会計から定期的に繰入金をしていた経緯紹介、

そして、組合費 1500 円という金額が妥当かどうかについて、組合費の見直しが必要な時期で

はないかという意見。 

④最終的に宮口先生から組合費の再検討を進めるという返答 

9. 久保山議長により新組合員として高島勇介先生が紹介され、先生からの挨拶があった。 

10. 第 117 期執行部上妻書記長より、スローガンが提案され、採択された。 

11. 大会運営委員の坂上委員より、閉会が宣言された。 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組合に加入されていない方がお近くにおりましたら、ぜひ加入をお勧めしてください。

現在、退職などにより、組合員が減少しております。 

加入申込書は組合事務室、または組合掲示板（研究棟ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ横） 

にございます。皆様のご協力をお願いいたします！ 

 

 

※内容についてのお問い合わせや情報提供、ご要望、組合への意見などありましたら、 

農学部労働組合（029-888-8536 /dp37294827@If.IoIipop.jp）までお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


